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被措置児童等援助専門部会の概要

（所掌事務）

　被措置児童等援助専門部会（以下「専門部会」）では、次に掲げる業務を行う。

(1)　被措置児童等虐待に関する通告を受理すること（児童福祉法（以下「法」）第33条の12第１項）
(2)　被措置児童等虐待を受けた児童からの届出を受理すること（法第33条の12第3項）
(3)　府知事に対し (2)の届出を受けた旨の通知をすること（法第33条の15第1項）
(4)　被措置児童等虐待に関し府が講じた措置等についての報告を受けること（法第33条の15第2項）
(5)　大阪府から報告を受けた施設内における人権侵害事案等について、事案の発生原因を分析し児童への対応を評価した上で、大阪府に対し、施設における再発防止策等の必要な助言及び指導を行うこと。

(6)　大阪府からの求めに応じて、直接施設等に赴き、専門的な立場から、発生事案に対する関係者からの聞き取り調査等の事実確認を行うこと。

（専門部会の構成）

(1)　弁護士

(2)　学識経験者

(3)　必要に応じ、医師、児童福祉専門家、子どもの権利擁護のために専門部会への参加が必要と認められる機関の職員等
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